
寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略【令和３年度実施分】 

取り組みの進捗状況について 

 
１．策定の背景 

◆まち・ひと・しごと創生法の施行（H26.12） 

◆町の人口減少社会の到来 

⇒将来人口推計では、2065年に 35,317人へ 

⇒2020年の 48,743人と比較し、約 13,000人減 

労働力の減➡税収減➡行政サービスの質の低下 

 

 

２．寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略の体系 

別紙「寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略事業 令和 3年度取り組み実績一覧」のとおり 

 

３．推進体制と進行管理 

 

４．取り組み状況 

別紙「寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略事業 令和 3年度取り組み実績一覧」のとおり 

 

５．総括 

令和 3年度の各取り組みについては、外部委員会による評価の結果 8事業全てにおいて重要業績評価

指標（以下「KPI」という）に対する取り組みの効果は有効であったとの判断をいただいたこと、また、

計画期間における人口動態についても概ね順調に推移していることから、今後も概ね計画どおりに取り

組みを進めていくこととします。 

一方、KPIが達成できなかった取り組みについては、

新型コロナ感染症に係る要因が多いものの、事業毎の

要因等を引き続き検証し課題の改善に努めます。また、

評価結果を現在実施している各事業に反映させながら、

目標達成に向けた取り組みを進めていきます。 

負のスパイラルに陥らないよう 

人口減少の歯止め策が必要 

 【寒川町の将来人口推計（寒川町人口ビジョン）】 

＜総合戦略期間における人口の推計と現状＞ 


